
山の木陰に生える多年草で、茎の高さは50-100cm、先はつる状に伸びる。葉は長さ12-25cm、幅7-

15cm。上部の葉は急に小型になり、葉腋に花序をつける。花柄は1-2cm、花冠は暗紫色で径6-10mm、裂

片は内面に白毛があり、披針形で鈍頭。花期は7-8月。

県内新産種であり、2020年版での新規掲載種。

生育地が限られるため、その場所を保全する必要があ
る。
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■ 特記事項

■ 保護上の留意点

■ 種の概要

観賞用等採取 特異な生態 分布の限界

■ 県内分布

西播磨

■ 国内分布

本州、四国、九州

■ 選定理由

人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 特殊生育環境 特殊な分布

キョウチクトウ科

兵庫県ランク…ツクシガシワ（ツルガシワ）
環境省ランク… －Vincetoxicum  macrophyllum  Siebold et Zucc.


